
このセミナーでは、ミシガン大学 学習・教授研究センターの演劇プログラムを紹介

し、このプログラムを教育改善に活用する方法について提供します。この双方向型の

演劇プログラムは、ミシガン大学の授業改善・教育改善活動における名物プログラム

として、広く全米に知られています。最初に、俳優陣が大学の授業風景について脚色

した寸劇を行います。次に、聴衆は劇中の登場人物たちと直接会話し、劇中に発生し

た問題を解決・発展させるための方法を議論します。その間、俳優陣は劇中の人物を

演じ続けます。最後に、議論の結果にもとづいて劇が再演され、劇中で問題点の解決

が図られます。このプログラムの特徴は、聴衆が劇の進行に直接関与して、俳優陣に

望ましい解決策を提案するという点です。聴衆は受け身で演劇を鑑賞するのではな

く、俳優に指示を出し、筋書きを考え、解決策に向けて戦略を立てるのです。このプ

ログラムは質的研究の手段としても革新的ですが、特に威力を発揮するのは、大学が

そのコミュニティ形成や構成員の意識改革に強い関心を抱いており、これらを創造的

かつ安全で、しかも強力な方法で実行したいと考えている場合です。 

注： このセミナーはスタイガー氏単独で行いますが、演劇プログラムの内容は映像

および音声で紹介します。FDのプログラムとしては世界に類を見ないユニークなも

のですので、多くの方の参加をお待ちしております。 

ミシガン大学 学習・教授研究センター 芸術監督 
Artistic Director, CRLT Theatre Program, University of Michigan 

ジェフリー・スタイガー氏 Mr. Jeffrey Steiger 

演劇をＦＤに活用する方法 
ミシガン大学 学習・教授研究センターの演劇プログラム 

名古屋大学高等教育研究センター 設立１０周年記念 国際セミナーシリーズ 

第６９回 招聘セミナー 

 

 

セミナーに出席を希望される方は、セミナー当日までに

seminar@cshe.nagoya-u.ac.jp宛へご連絡いただけますと幸いです。 

（準備等の都合によるもので、ご登録がなくてもご参加いただけます。） 

名古屋大学 高等教育研究センター  
Tel 052-789-5696 

E-mail seminar@cshe.nagoya-u.ac.jp 
URL http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp 

使用言語 英語（通訳なし） 

名古屋大学高等教育研究センター 設立１０周年記念 国際セミナーシリーズ 

日  時 ２００８年２月２１日（木）１５時～１７時 

場  所 名古屋大学 東山キャンパス 

     文系総合館７階 カンファレンスホール 
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